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『大阪大学国際教育交流センター研究論集 多文化社会と留学生交流』第17号 (2013)

外国人留学生のための就職対策講座

-2011年度及び2012年度の経験から 一

Juan Jose CASTRO*。 金  雪梅 **

要 旨

外国人留学生の視点を取り入れながら今後どのように就職支援を進めていくことが望ましいか

を 2年間の就職対策講座の経験から報告としてまとめてみた。 日本式就職活動に対する不安や
迷いを留学生に特化した形の支援で補い、日本人学生と同等の就職活動につなげてあげることが

重要である。

【キーワー ド】外国人留学生、就職支援、就職対策講座

1 は じめに

外国人留学生 (以下、留学生)の中でも、正規留学

生の場合その多くは日本企業への就職を希望している。

日本で少なくとも5年から10年位は働きたいと考え

る留学生が一般的であると言われている。留学生の出

身国や地域が日本企業の事業展開と一致する場合、外

国人としてのハンディよりもむしろその文化的背景を

含む個性が企業により高く評価される可能性が高い。

しかしながら一方で、留学生にとつて母国での常識

が日本での常識にならないこともある。特に就職活動

(以下、就活)に関しては、入学後半年余りで、卒業

論文のテーマも決まらないうちに、自己分析、業界業

種選び、自己アピールと言われても戸惑う留学生も少

なくない。中でも日本文化や言語に周‖染みが薄い国や

地域から来日した留学生の場合、日本語カレベルの高

低にかかわらず「就活習慣」が大きく違う場合も考慮

されなければならない。

そこで、2011年度及び 2012年度に渡り、留学生

のための就職対策講座を開催した。通常の学内外の就

職対策講座やセミナーと内容を大きく変えることなく、

しかしながら留学生のニーズに応えるような内容を加

えた対策講座をキャリアアドバイザーや元留学生 OB・

OGの就活体験談などを交え行つた。この 2年間の経

験の報告と今後への提案をここで述べていきたい。

2 2011年度の就職対策講座

2-1 概要

留学生に特化した就職対策講座をこの年の 5月 か

ら開始した。春学期第一回日は夏季休暇中に留学生が

インターンシップを体験できるようにとの目的から民

間派遣会社より講師を招き「インターンシップ講座」

が開催された。参加者は 31名 であった。第二回日は

就活に関する「元留学生体験談セミナー」を民間製造

業会社のグローバル採用部門より講師を招き行われた。

秋学期の第一回日は「英語による就職セミナー」と

題し、就活全体の流れを日本語能力に自信の無い留学

生でも参加しやすいような形式で行つた。参加者は

27名 であつた。第二回日以降は「就職対策講座」と

して自己分析、企業研究、提出書類、面接対策、ビジ

ネスマナーなど日本人学生向けの就活講座と内容は変

わらないが、留学生の日本語能力を考慮した “ゆっく

りとしたペースで"進められた。
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いずれも外部講師を財団法人大阪労働協会より招き

行われた。さらに「元留学生 OB・ OGに よる就活体

験セ ミナー」「企業セ ミナー」が 3回に分けて行われ

た。参力日者はのべ 45名 であつた。

以上の他に 「就職相談コーナー」を週 2回の予約

制で行つた。学内のキャリアア ドバイザーにつなぐ前

段階としての相談や通常の就活スケジュールに乗り遅

れた留学生に好評を得た。

2-2 留学生の意見と改善点

インターンシップに関しては特に文系の学生がその

情報を求めていることが目立った。理系の学生に比
ベ

て文系の学生は広く業界を選べる点と、専攻内容と就

職先業界との関係が柔軟であるためであると思われる。

日本におけるビジネスマナーやビジネス日本語をもつ

と学びたいという要望は強く、現在行われている講座

の拡大や充実、また留学生が参加しやすい時間帯が工

夫されることが望ましい。

留学生の中には日本企業にこだわらず、外資系企業

への就職も視野に入れ、それらを特に区別せずに考え

ている者も少なくない。彼らは就活のスケジュールや

アプローチの仕方が異なる外資系企業への就活支援と

求人情報を大学側からも期待している。 日本企業の新

卒採用以外の就活に関する情報提供の検討が今後必要

であると思われた。

3 2012年度の就職対策講座

3-1 概要

2012年の秋学期には前年度の経験を踏まえ、毎週

決まった曜日と時間に全体で 15回のシリーズとして

「留学生のための就職対策講座」を開催した。予めス

ケジュールを固定化する事により、留学生自身も計画

的に参加でき、また内容も充実させることができた。

講座は外部講師、学内のキャリアカウンセラー、元留

学生 OB・ OG(国際同窓会)、 内定者留学生、企業の

人事担当者等の協力のもと以下の 3うのモジュール

に分けて行われた (詳細は別表 1参照)。

モジュール 1は就職対策の基礎知識を外部講師の

協力のもと行われた。モジュール 2は元留学生 OB・

OGや内定者による就活状況やと現職体験談を盛 り込

んだ。モジュール 3では企業の人事担当者を招き留

学生採用に関するお話しをうかがつた。

32 本講座についての参加留学生の意見

参加留学生の内から任意でアンケー ト記入協力を依

頼し、講座についての感想を求めた。

図 1は講座の内容について、回答者 60人 中 76%

が “とてもよかつた "、 または “よかつた"と 答えて

おり高い評価を得た。

本講座を何で知ったかについては、その多くが大学

のホームページまたは KOANと 答えている。一方で

友人からのロコミも多く掲示板で見たと答えた者の

1.5～2倍ほどであつた (図 2)。

回答者数:60人

饉とてもよかつた

軽よかつた

餞普通

目よくなかつた

絨とてもよくなかつた

,回答なし

図 1 内容について

人数

図 2 本講座を何で知つたか

図 3では本講座への参加理由を質問した。53%は

内容に興味があるからという回答であった。前述のよ

うにあらかじめ 15回全体の内容と曜日・時間を示し

たことにより、前年度よりも留学生が参加しやすかつ

回答者数 :60人

く複数I・ll答 )
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た事を表している。毎回随時、ポスターやメールで知

らせるよりも、このような企画方法はより効果的な就

職支援になると思われる。

回答者数:60人

田講義の内容に興味があるから
(具体的に書いてください)

鰺あらかじめ曜日が設定され

参加しやすいから

露あらかじめ15回全体の内

容が示されているから

日回答なし

図 3 参加理由

4 2012年度の参加留学生のデータ

4-1 参加者数、学年、国・地域別、性別、所属別、

卒業後の進路

図 4は各回の参加者数を示す。全 15回の内比較的

前半の方が参加者は多かった。講座前半は就活の準備

に関する内容が集められており、後半は経験談や企業

セミナーであつたために、各自の興味により参力日率に

バラツキが見られたようであつた。

人数

ξ♂♂ξ感がdSSSSSSSS

図 4 各回の参加者

図 5は参加者の学年を示 している。72%が博士前

期課程 1年生、次に学部 3回生、博士前期課程 2年

生、博士後期課程 2年生でそれぞれ 7%であつた。図

6は留学生の所属別を示している。

出身国 。地域別では多い順に中国が 33人、ベ トナ

ム 4人であつた。その他のアジア諸国からは 10名 、

鶉

“

∞

“

総

●

欧州 3名 、中南米 3名、アフリカ 1名 であつた。

女別では男性が 53%とやや多かった。

回答者数 :60人

日U2

鰺U3

饉Ml

田M2

鐵Dl

醸D2

藤その他

注 U:学部、M:博士前期課程、D:博士後期課程

図 5学 年別

ヤ管 ずず♂ガ
図6 所属男J

卒業後の希望進路は図 7に示した。本講座は日本

企業に就職を希望する者を中心に想定しているが、母

国の企業や第二国の企業に就職を希望する者もそれぞ

れ 10%及び 3%参力日していた。

回答者数 :60人

田日本の企業に就職

回母国の企業に就職

目日本・母国以外の企業に就職

■起業したい

日研究者になる

機その他

目回答なし

生 11二 1

3%4%1%
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4-2 希望業界、業種

図 8では希望業界を棒グラフで示した。希望者が

多かったのは、生保・金融、化粧品 。医薬品、商社で

あつた。

図 9では希望職種を示した。営業職、製品開発、

研究職、技術職を希望する者が多かった。

5 今後への提案

第一に留学生の場合、日本語能力が高いと見なされ

ている者でも、やはり就活となると日本人学生がライ

バルであるためか、日本語や日本式就活に対する不安

が想像以上に強いようである。このことは 2年間の

経験を通して感じてきたことである。そこで、留学生

が気後れすることなく参加しやすいような就活環境を

整えることが重要だと考える。例えば「留学生のため

の」という題略を就活講座や相談コーナーにつけると

安心感を与えられるようである。

第二に、元留学生 OB・ OGセ ミナーは 1回にまと

める方が良いと思われる。その理由は、毎回似たよう

な内容にならないように酉己慮するためである。

第二に、企業セミナーは業界を細かく分けずに、10

社程度まとめて行う方がよいと思われる。このことに

より学生は幅広い業界や業種を比較しながら情報を得

やすくなり、選択の幅が広がりやすい。特に文系学生

にとっては就職先業界の選択肢を増やすことが就活成

功への大切なポイントであると思われる。

第四に、「Webテスト対策」を就職対策講座に取り

込んで欲しいとの要望が多かった。この点については

是非とも次年度に取り入れることが望まれる。

第五に「就活落ちこばれ対策」をあげたいと思う。

日本での就職希望者で「新卒採用のスケジュール」に

乗り遅れた留学生を早めに把握する仕組みを検討する

べきだろう。例えば当センターの留学生就職支援担当

者は、各部局の就活担当職員や教員と連携を取ること

が望ましいと考える。一方で、先ずはそのような就活

落ちこばれ留学生を作らないことが先決である。その

ためには入学後、早い段階からの「就活スケジュール

の周知」の仕組みを作る。入学時オリエンテーション

の一部に組み込む等の工夫が期待される。

第六に、学内で日本語教室を開催している国際交流

ボランティア団体方々の協力を得て、「留学生の就活

お手伝い」を依頼することがあげられる。ボランティ

アの方々の中には現在は引退しているが、これまでに

民間企業に於いて豊富な就労経験のある方も多い。例

えば予め学内のキャリアカウンセラーの研修を受けて

機書なし

モ0●
織鮨●

磁

静 ソフトウエアー

… 藤

韓

サービス●

曾集中

奪

人数

図 9 希望職種

4-3 就活への不安

図 10では、就活に関して留学生がどんなことを不

安に思つているかについての結果を表している。エン

トリーシー トの書き方・面接が一番多く、次に日本語

能力と就活の仕方全般に不安がある様子が見られた。

0    5   10   15   20   25
人数

図 10 就活への不安
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頂き、統一性を持たせながら、留学生の就活書類作成

の手助けをお願いすることを一つのアイデアとして提

案したい。
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“'  
麟奉II

I,|||11,,Ⅲ 菫||マ 1矮1欧菫|●■■1=恭饉|

8  ,2月 11口 (夫゛吹田 141  日本語

|||■ ||マ,11悔●:英 ,1壺 1革|■||■霧赫

1111111■ ,`露 11鰺■崚1藤|●|||1菫ぶ繋|

11  1月 22日 (人 )豊中 n  日本議

12  1月 29R(火)資露 t4t  日本語

13  2月 12日 (火ヽ豊,0  日本議

14  2月 19日 (火 )曖爾 441  日本語

15  2月 る日(火 )豊摯 F)  日本語

■時間 Time:17:00～ 19:00

■場所
'lace:“

}研究・講義棟 Att A215、 ′}全学教育推進機構大講義室、●)コンベンションセンター研修室、
`)iCホ
ール2階講義室5・ 6

●)全学教育推進機構講義B棟 3108、 )゙大学会館 2階 セミナー室12、 C)スステューデント3モンズ 2階 セミナー室 1

■俸7EI朝書 Cenficate of Attendance:本 講座に10回以上出席した者には国際教育交流センター長よりI修7証」を授与する。

Those who atend more than 10 semina“ w祠 i be provided wlh a

``Cetticare ornFreFldanCe''by Director of cIEE

―-77-


